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｢RSV 感染症の予防｣ 

                        福島県立医科大学 小児科准教授 橋本 浩一 

RSV感染症の疫学 

RSV 感染症は、全世界において 1歳未満における急性下気道炎による死亡の 1/3 を占

め、発展途上国を中心に年間約 25 万人もの小児が命を落としています。RSV 感染症は

いわゆる common disease です。しかし、RSV は早期産児、先天性心疾患、慢性肺疾患

などのハイリスク小児では致死的な経過を引き起こします。さらに、健常乳幼児でも重

症下気道炎、脳症・脳炎、新生児の無呼吸を引き起こします。 

生後 1 歳までに 50%以上、2 歳までにほぼ 100%が RSV の初感染を受け、15-50％が下

気道炎となり、乳幼児全体の約 2～10％が重症 RSV感染症にて入院します。乳幼児下気

道炎入院の原因の約 30％を RSVが占め

ます。また、終生免疫は獲得されず再

感染を繰り返します。家族内、保育施

設で感染が拡大しやすく、乳幼児や年

長児のいる家族では RSV感染症流行時

には家族内の感染も高頻度に起こり

ます。 

一方で、RSV 感染症は小児だけの病

気ではありません。アメリカでは年間、

約 17000人の大人が RSV感染症により

亡くなり、約 80％が 65歳以上の高齢者と報告されています。 

米国、ロチェスターにて 4年間に渡る健康高齢者の研究では 

・RSV 感染症の年間罹患率は 3-7％、インフルエンザでは 2-5%であり、罹患率は同程度

でした。 

・また、RSV 感染症、インフルエンザ感染症での入院期間は同程度であり、 さらに集

中治療室入室、死亡率も同程度でした。 
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また、小児の RSV感染症下気道炎入院患者の鼻吸引物中のウイルス量は、入院時には

ピークを過ぎ、減少に転じていると報告があります。従いまして、RSV 感染症において

予防が重要です。 

 

RSV感染症の予防 

RSV 感染症において予防を考える場合、感染阻止、そして重症化の予防という観点が

あります。感染阻止においては、ウイルスの生物学的特徴、そして伝搬様式の理解が必

要です。RSVは脂質に富むエンベロープを有するウイルスであり、アルコール類や界面

活性剤などの消毒薬にて速やかに不活化されます。感染経路は飛沫、接触感染であるの

で、適切な消毒薬の使用、手洗い、マスクの着用、そして環境整備などにより感染経路

を断ち RSVの感染拡大が防止できます。 

普通感冒、いわゆる風邪ウイルスである RSV 感染を予防するということは、「下気道

炎など重症化の予防」ということを意味します。ここでの対象者は乳幼児、そしてハイ

リスク成人、高齢者です。 

現在、感染症克服のゴールドスタンダードのワクチンは開発中であり、唯一、RSV に

対する単クローン抗体の palivizumabが受動免疫として、RSV 感染症の重症化予防目的

に世界中でハイリスクの児へ投与されています。 

 

RSVのウイルス学的特徴 

次にワクチン、抗体製剤開発に関連

する RSV のウイルス学的特徴について

説明します。 

・ウイルス表面にはスパイク蛋白として

G 蛋白、F 蛋白、SH 蛋白があります。

特に F蛋白が単クローン抗体、および

ワクチン開発に重要です。 

・最近、この F蛋白には構造的に不安定

な Pre-F と安定な Post-F の 2 つが存

在することが報告され、さらにこの

Pre-Fに非常に高い中和活性を誘導す

るエピトープが存在し、Site Ø とし

て同定されました。 

・これまで中和エピトープは 6つ報告さ

れおり、palivizumabの認識するエピ

トープは site II です。また、

Palivizumabに代表される site IIに



対する抗体に比べ、Site Øに対する

抗体は中和能が 10 倍以上高いこと

が示されています。 

 

ワクチン開発の歴史 

次に、ワクチン開発の歴史につい

て説明します。 

・RSV ワクチン開発の歴史は、1960年

代に米国で乳幼児へ実施されたホ

ルマリン不活化 RSVワクチンの臨床

試験の失敗に始まります。 

・ワクチン接種した方が死亡例も含め

重篤化するという vaccine enhanced 

diseaseがみられました。 

・このワクチンにより誘導された免疫

は炎症を促し、さらに中和活性の低

い抗体であり、抗原曝露としての RSV

初回免疫方法の重要性が示唆されま

した。 

その後、RSVの免疫誘導の特殊性について様々な研究がなされ現在に至っています。 

RSV ワクチン開発には生体側、そしてウイルス側の特徴の理解が必要です。 

生体側の特徴としては、 

① 接種対象が新生児、乳幼児、高齢者  

② 免疫学的未熟性、加齢変化 

③ 母体移行抗体の存在  

④ 再感染を繰り返す  

⑤ vaccine enhanced disease などがあります。 

そして、RSV 側の特徴としては、 

① 母体移行抗体の存在下でも乳幼児早期から感染  

② 感染性が高い 

さらに、RSVワクチンの接種対象者の RSVへの免疫状態への理解も重要です。 

・妊娠女性、6 か月未満の乳児、2 歳未満の乳幼児、幼児・学童・成人、高齢者ではそ

れぞれ異なります。 

・妊娠女性、2 歳以上の幼児・学童・成人、高齢者は既感染者であり、RSV 特異的免疫

を獲得しています。 

・対照的に、6 か月未満の乳児、2 歳未満の乳幼児では未感染者が含まれ、vaccine 



enhanced disease のリスクがあり

ます。 

・さらに、6か月未満の乳児の特徴と

しては移行抗体の存在、免疫系が

幼若、無呼吸や乳幼児突然死症候

群のリスクがあります。 

・高齢者の特徴としては、潜在的な

RSV 感染症の疾病負担、加齢による免

疫能低下です。 

 

経鼻弱毒生ワクチンと妊婦ワクチン 

現在、前臨床を含め、弱毒生/キメラ生、全粒子不活化、パーティクル、サブユニッ

ト、核酸、組換えベクターなどさまざまなワクチンが研究段階にあります。その中でも、

未感染の乳児への経鼻弱毒生ワクチン、そして、既感染者への免疫増強効果を期待した

ナノパーティクルによるワクチンが注目されています。特にナノパーティクルによる妊

婦ワクチンが注目されています。 

初めに経鼻弱毒生ワクチンについて説明します。特徴として次のことがあります。 

① ワクチン接種後の RSV自然感染において vaccine enhanced disease が認めない。 

② 移行抗体の影響を受けない。 

③ 粘膜ワクチン局所での特異的 IgAを誘導し、感染門戸での感染阻止が可能。 

④ リバースジェネティクスによる弱毒化変異導入により作成する。 

⑤ 安全性(弱毒化)と免疫原性のバランス、安定性保持が課題。 

乳幼児に接種する場合、最適なワクチンですが、臨床試験が進んでいません。 

次に妊婦ワクチンです。特徴として次のことがあります。 

① 妊娠可能な時期には 100%の女性が RSV 既感染である。 

② RSV既感染者では vaccine enhanced disease は見られない。 

③ 接種時期と接種対象を考慮した場合、妊娠母親からの移行抗体により児を感染症

から守る妊婦ワクチンに期待が高い。 

④ 破傷風、百日咳、インフルエンザについてはすでに実施、RSV、GBS感染症につい

ては検討中。 

6か月未満の児における出生時の母体血の抗 RSV 抗体価と RSV感染の関連の研究では

高い抗体価の母体からの児は RSV感染症から免れ、さらに重症化しないことが示されて

います。また、母体血と臍帯血中の抗 RSV中和抗体価はほぼ一致し、高い相関を示すこ

とが報告されています。従って、妊婦ワクチンへの期待が高まります。 

妊婦ワクチンとして RSV F 蛋白ナノ粒子ワクチンがの臨床研究が進められ、海外で

の第 III 相試験の結果が昨年 2020 年 7 月に論文発表されました。RSV の流行期が始ま



る頃に出産予定日を迎える健康妊娠女

性へ、妊娠 28 週～36 週の間に単回筋

肉内投与されました。海外 11か国、87

機関で実施されました。 

RSV 感染症関連の「下気道感染症の

罹患率」、「重度の低酸素血症を伴う下

気道感染症の罹患率」、「入院率」へワ

クチン群で効果が認められましたが、

高い初期評価基準を満たさなかったた

め中断となりました。しかし、RSV へ

の妊婦ワクチンの実現の可能性を十分に示しました。 

同じ時期の昨年 2020年 7月に、Site Øへの単クローン抗体の 1つのとして開発され

た Nirsevimab（ニルセビマブ）の海外での第 3 相試験の結果が、論文発表されていま

す。本剤は中和活性能と長い半減期が

特徴です。1歳以下の健康早期産児（29

週以上 37 週未満）に RSV 流行シーズ

ンの 2か月前に単回筋肉内投与されま

した。海外 23か国、164機関で実施さ

れました。 

「投与後 150日間の RSV下気道炎の

未罹患割合」、「RSV 下気道炎による非

入院割合」において非常に高い効果が

示されました。 

本邦おいてもニルセビマブの健康な正期産児および高リスク乳幼児への第 III 相お

よび第 II/III相臨床試験が進行中であり、結果は 2023年中に得られる予定だそうです。 

 

RSVの予防の展望 

最後に、これまでの説明を踏まえた新たな RSVの予防の展望です。長い間の基礎研究、

臨床研究によりウイルス学としての RSVの理解が深まり、臨床病態が明らかになり、さ

らに科学技術の進歩によりRSVワクチンの実用化

が目前となっています。 

感染症予防、制圧の最終ゴールはワクチンであ

ることは言うまでもありませんが、site Øの発見

により、site Øをターゲットとした製剤の開発が

されるようになり、RSVの予防は新たなステージ

へ歩みつつあります。 

 
 

番組ホームページは http://medical.radionikkei.jp/kansenshotoday/ です。 

感染症に関するコンテンツを数多くそろえております。 
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